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行事予定  ※16 日～翌月 15 日までの予定を掲載しています 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予定の行事が変更・中止と 

なることがございます。 

 

月 日 行 事 内 容 場  所 時 間 

 17(水) 男の料理教室 第 3回 室根保健センター 10:00～12:30 

 1(月) 健康増進グループ 百歳体操 室根市民センター 10:00～12:00 

8(月) 健康増進グループ 百歳体操 室根市民センター 10:00～12:00 

15(月) 健康増進グループ 百歳体操 室根市民センター 10:00～12:00 
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【編集後記】  
 まだまだ寒いですが、陽もだんだんと長くなり、春に向かって
いるな～という感覚が嬉しい時期でもありますね。 
さて、今回の「ふれあい」文芸コーナーで発表になりました文

芸コンクール受賞作ですが、冊子にしたものを市民センター窓口
にてご用意しています。各選者による講評も掲載しておりますの
で、ご興味のある方は室根市民センターまでお声がけください。
また、市民センター内にも受賞作を掲示してありますので、ご来
館の際にはぜひチェックしてみてくださいね。 
皆様からの新たな投稿もお待ちしておりまーす！  （Ｔ.Ｋ） 

 

１
月
16
日(

土)

室
根
市
民
セ
ン

タ
ー
で
は
「
む
ろ
ね
山
野
草
の
会
」

(

小
山
仁
会
長)

会
員
の
皆
さ
ん
に

よ
る
庭
木
の
病
害
虫
防
除
の
薬
剤

散
布
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
室
根
地
域
内
の
各
学

校
で
作
業
し
た
後
、
室
根
市
民
セ

ン
タ
ー
を
廻
り
、
大
小
の
噴
霧
器

を
使
っ
て
各
施
設
の
桜
や
庭
木
に 

 

 

室
根
市
民
セ
ン
タ

ー
子
ど
も
土
曜
塾
で

は
、
１
月
８
日(

金)

に
毎
年
恒
例
と
な
っ

て
い
る
「
小
正
月
行

事
」
を
開
催
し
ま
し

た
。 

 

今
年
は
、
毎
年
行

っ
て
い
た
杵
と
臼
で

の
餅
つ
き
は
中
止
と

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
予
防
に
配
慮
し
た

内
容
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。 

 

 

１
月
19
日(

火)

室
根
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
成
人
教

育
事
業
「
初
心
者
ス
マ
ホ
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
13
名
が
参
加
し
、
メ
ー
ル
や
通
話
な
ど

の
基
本
的
な
使
い
方
の
他
、
写
真
や
気
軽
に
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
「
ラ
イ
ン
」
な
ど
の
使

い
方
に
つ
い
て
も
学 

 
 

 【健康増進グループからのお知らせ】 
健康増進グループ「百歳体操」では、1月～2月の活動をお休みして 

おりましたが、3 月 1日より再開いたします。 

日程：毎週月曜 10 時 00 分～12 時 00 分 

場所：室根市民センター 集会室 

百歳体操に参加する際は動きやすい服装、上履き、筆記用具、マスク、タオル、飲み物もお忘れなく！ 

新型コロナ感染予防にも努めつつ活動してまいりますので、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

「
ま
ゆ
だ
ま
飾
り
」
で
は
、「
習
い
事

を
頑
張
り
た
い
」
や
、「
な
わ
と
び
で

二
重
飛
び
を
頑
張
り
た
い
」
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
今
年
の
抱
負
を
書
い
た
短

冊
や
折
り
紙
で
作
っ
た
鏡
餅
の
紙
飾

り
、
餅
の
ま
ゆ
だ
ま
等
を
ミ
ズ
キ
の
枝

に
飾
り
付
け
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
み
ん
な
で
フ
ル
ー
ツ
大
福

づ
く
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
参
加
し
た

子
ど
も
達
は
、
白
玉
粉
で
作
っ
た
柔
ら

か
い
餅
に
あ
ん
こ
と
果
物
を
包
む
作

業
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
出
来
上

が
っ
た
大
福
を
食
べ
る
と
、
「
お
い
し

い
！
」
と
満
足
そ
う
な
笑
顔
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。 

 
 

 

２月 

３月 

る
丁
寧
な
説
明
の
も
と
、
実
際
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
画
面
を
触
っ
て
ア

プ
リ
の
操
作
や
、
写
真
を
撮
る
な
ど

し
な
が
ら
熱
心
な
様
子
で
教
わ
っ
て

い
ま
し
た
。 

 

室
根
市
民
セ
ン
タ
ー
成
人
教
育
事
業
で
は
、
室
根
保
健
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
12
月
16
日
か
ら
２
月
ま
で
の
全
３
回
で
「
男

の
料
理
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

病
害
虫
防
除
の
薬
剤
を
撒
い
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

寒
い
中
、
作
業
に
あ
た
っ
て
く

だ
さ
っ
た
「
む
ろ
ね
山
野
草
の

会
」
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

び
ま
し
た
。 

参
加
し
た
皆
さ
ん

は
、
講
師
を
務
め
た

ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
一

関
東
店
の
職
員
に
よ 

【
む
ろ
ね
山
野
草
の
会
】 

病
害
虫
防
除 

 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

１
月
20
日(

水)

に
行
わ
れ
た
第
２
回
目

の
教
室
で
は
、
ヒ
レ
カ
ツ
を
メ
イ
ン
に
、
小

松
菜
の
辛
子
和
え
や
ふ
ろ
ふ
き
大
根
、
な
め

こ
汁
、
豆
腐
白
玉
の
黒
蜜
か
け
の
作
り
方
に

つ
い
て
教
わ
り
ま
し
た
。 

講
師
の
室
根
町
食
生
活
改
善
推 

 

の
他
、
脂
質
や
減
塩
な
ど
に
つ
い
て
の
お
話
も
あ
り
、

参
加
者
は
皆
、
熱
心
に
聴
い
て
い
ま
し
た
。 

美
味
し
く
学
び
な
が
ら
、
健
康
に
つ
い
て
も
考
え

る
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
教
室
と
な
り
ま
し
た
。 

進
員
、
室
根
支
所
栄
養
士
の
皆
さ
ん

か
ら
は
、
材
料
の
切
り
方
や
調
味
料

の
分
量
と
い
っ
た
基
本
的
な
内
容 

室
根
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
３
月

の
桃
の
節
句
に
向
け
、
今
年
も
正
面

玄
関
ロ
ビ
ー
に
て
雛
人
形
を
展
示

し
て
い
ま
す
。 

全
て
地
域
の
皆
様
か
ら
寄
付
し

て
い
た
だ
い
た
も
の
で
、
様
々
な
衣

装
を
身
に
着
け
た
素
敵
な
お
雛
様

が
並
び
、
春
ら
し
い
華
や
か
な
雰
囲

気
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

市
民
セ
ン
タ
ー
に
ご
来
館
の
際

は
ぜ
ひ
、
ひ
と
足
早
い
春
の
気
分
を

味
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
！ 

イメージ（Ｒ２．２月撮影） 
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《
優
秀
賞
》 

 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
百
歳
先
輩
祝
う
会 

 
 
 

 

小
野
寺 

喜
三
郎(

令
和
２
年
２
月
投
稿) 

《
優
良
賞
》 

 

人
間
は
欲
と
お
金
が
身
の
か
た
き 

 
 
 
 

ゆ
っ
き
ー(

令
和
２
年
３
月
投
稿) 

《
優
良
賞
》 

 

団
欒
の
会
話
に
和
み
笑
い
あ
り 

 
 
 
 

三
浦 

安
幸(

令
和
元
年
12
月
投
稿) 

《
佳 

作
》 

 

今
の
歌
ジ
ャ
ガ
ボ
ガ
だ
よ
と
嫌
う
母 

 
 
 
 

加
藤 

光
春(

令
和
２
年
３
月
投
稿) 

《
佳 

作
》 

 

背
に
腹
は
換
え
ら
れ
そ
う
な
今
医
術 

 
 
 
 

菊
地 

嶺
峰(

令
和
２
年
２
月
投
稿) 

《
佳 

作
》 

 

都
合
悪
い
そ
の
時
に
だ
け
難
聴
に 

 
 
 
 

昭
和 

小
葉(

令
和
２
年
１
月
投
稿) 

  

 

 

   

 

 

 

  

  

  

 

 

  

  

      

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

短
歌 

～
佐
藤 

知
男 

選
～ 

 

川
柳 

～
内
田 

正
好 

選
～ 

俳
句 
～
村
上 

群
青 

選
～ 

 

「
ふ
れ
あ
い
」
文
芸
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
投
稿
作
品
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
毎
月
15
日
が
締
切
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
郵
送
も

し
く
は
室
根
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

 

選
者
に
よ
る
添
削
の
の
ち
、
選
ば
れ
た
句
が
掲
載
と
な
り
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！ 

四
十
年
ぶ
り
雪
に
埋
れ
て
年
暮
る
る 

雪
止
み
て
陽
射
し
仰
ぐ
や
三
ケ
日 

折
壁 

雷 
風 

 

悠
然
と
鳶
は
舞
い
飛
ぶ
初
御
空 

盛
大
な
宴
の
欲
し
い
お
正
月 

 
 
 
 
 
 
 

津
谷
川 

三
浦 

安
幸 

 

音
も
無
く
た
だ
深
々
と
雪
降
る
夜 

好
き
な
娘
と
ス
キ
ー
が
し
た
い
山
が
呼
ぶ 

矢
越 

加
藤 

光
春 

 

年
の
瀬
や
逸
る
思
い
に
腰
重
し 

朝
一
に
開
く
カ
ー
テ
ン
雪
景
色 

大
雪
は
去
年
の
分
と
友
の
言
う 

 
 
 
 
 
 
 

折
壁 

小
山 

す
ゑ 

 

家
猫
の
膝
に
寄
り
く
る
夜
寒
か
な 

深
々
と
雪
降
る
夜
や
白
湯
す
す
る 

折
壁 

佐
藤 

川
古 

 

《
選
者
詠
》 

鈴
の
緒
に
触
れ
も
能
は
ぬ
初
詣 

 

（
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
）

コ
ロ
ナ
に
は
世
紀
の
試
練
負
け
ら
れ
ん 

 
 

 

一
人
居
に
夜
長
深
々
春
を
待
つ 

昼
寝
に
は
猫
も
安
ら
ぐ
炬
燵
か
な 

 
 
 
 
 
 

津
谷
川 

三
浦 

安
幸 

 

ヒ
ー
タ
ー
の
そ
ば
に
群
が
る
子
ど
も
た
ち 

新
春
の
願
い
を
込
め
て
社
務
所
ま
で 

体
悲
鳴
雪
の
重
さ
が
あ
ち
こ
ち
に 

 
 
 
 
 
 

折
壁 

昭
和 

小
葉 

 

春
の
田
の
水
不
足
な
い
よ
う
雪
積
る 

リ
ハ
ビ
リ
ー
雪
も
気
に
せ
ず
車
ま
つ 

 
 
 
 
 
 

矢
越 

小
野
寺 

喜
三
郎 

 

寒
椿
寒
さ
に
負
け
ず
花
開
く 

初
雪
に
猫
も
び
っ
く
り
丸
く
な
る 

 
 
 
 
 
 

折
壁 

ゆ
っ
き
ー 

 

飢
餓
地
獄
砂
漠
に
雨
で
救
わ
れ
る 

怒
ら
れ
た
陰
で
ベ
ロ
出
せ
清
々
す 

歌
手
の
人
一
曲
当
た
れ
ば
一
生
物 

 
 
 
 
 
 

矢
越 

加
藤 

光
春 

 

《
選
者
詠
》 

お
め
で
と
う
今
年
は
孫
と
オ
ン
ラ
イ
ン 
 

《
優
秀
賞
》 

布
マ
ス
ク
添
え
て
母
の
日
祝
わ
れ
る 

 
 

 

 
 
 

佐
藤 

川
古(

令
和
２
年
５
月
投
稿) 

《
優
良
賞
》 

コ
ロ
ナ
な
ど
あ
ら
ざ
る
如
く
鯉
の
ぼ
り 

 
 
 

三
浦 

安
幸(

令
和
２
年
５
月
投
稿) 

《
優
良
賞
》 

十
人
の
大
縄
跳
び
に
お
に
や
ん
ま 

 
 
 

小
林 

和(

令
和
２
年
９
月
投
稿) 

《
優
良
賞
》 

新
し
き
障
子
の
ひ
か
り
松
の
枝 

 
 
 

 

 
 
 

小
山 

一
扇(

令
和
２
年
１
月
投
稿) 

《
佳 

作
》 

七
夕
の
短
冊
に
書
く
平
和
来
い 

 
 
 

加
藤 

光
春(

令
和
２
年
８
月
投
稿) 

《
佳 

作
》 

白
桔
梗
ひ
っ
そ
り
咲
け
り
百
ヶ
日 

 
 
 

雷 
 

風(

令
和
２
年
９
月
投
稿) 

 

《
優
秀
賞
》 

 

田
の
畦
に
一
羽
立
ち
た
る
白
鷺
の 

首
を
伸
ば
し
て
何
を
か
睨
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

雷 
 

風(

令
和
２
年
２
月
投
稿) 

《
優
良
賞
》 

 

病
癒
え
待
っ
た
今
日
の
日
晴
れ
渡
り 

気
持
ち
新
た
に
元
気
で
生
き
る 

菅
原 

誠
志(

令
和
２
年
２
月
投
稿) 

《
優
良
賞
》 

 

爪
痕
を
深
く
残
せ
し
台
風
の 

過
ぎ
し
空
に
は
淡
月
浮
か
ぶ 

 
 
 
 
 

 
 

小
山 

冨
子(

令
和
元
年
11
月
投
稿) 

《
佳 

作
》 

菜
園
に
怠
り
な
し
の
手
入
れ
に
は 

秋
の
味
覚
の
野
菜
の
実
り 

 
 
 
 
 
 

 

三
浦 

安
幸(

令
和
元
年
10
月
投
稿) 

《
佳 

作
》 

 

お
蔭
様
無
事
に
過
ご
し
し
今
日
ひ
と
日 

明
日
の
達
者
を
夕
日
に
祈
り 

小
野
寺 
向
子(

令
和
２
年
４
月
投
稿) 

《
佳 

作
》 

 

こ
の
ト
マ
ト
摘
む
手
を
休
め
ふ
と
思
う 

ど
ん
な
人
達
食
べ
る
の
だ
ろ
う 

 
 
 
 
 
 

 

加
藤 

光
春(

令
和
２
年
８
月
投
稿) 

 

「
ふ
れ
あ
い
」
文
芸
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
投
稿
作
品(

令

和
元
年
10
月
～
令
和
２
年
９
月)

の
中
か
ら
各
選
者

に
よ
る
選
考
の
も
と
、
今
年
度
の
優
秀
作
品
を
決
定
い

た
し
ま
し
た
。 

 

今
回
受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
に
は
、
賞
状
と
記
念

品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

俳
句 

～
村
上 

群
青 

選
～ 

短
歌 

～
佐
藤 

知
男 

選
～ 

 

川
柳 
～
内
田 

正
好 

選
～ 

 

年
取
る
と
逝
く
人
送
る
事
ば
か
り 

 
 
 
 
 
 
 

心
の
底
は
寂
し
い
限
り 

エ
ネ
ル
ギ
ー
石
油
だ
な
ん
て
も
う
古
い 

 
 
 
 
 
 
 

こ
れ
か
ら
先
は
水
素
の
時
代 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

矢
越 

加
藤 

光
春 

 

一
瞬
に
季
は
移
ろ
い
て
正
月
に 

 
 
 
 
 
 
 

新
型
コ
ロ
ナ
に
耐
え
て
生
き
抜
く 

澄
み
渡
り
静
寂
の
里
の
明
け
の
空 

 
 
 
 
 
 
 

冴
え
冴
え
と
し
て
下
弦
の
月
あ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

津
谷
川 

三
浦 

安
幸 

 

来
る
年
の
穏
や
か
な
る
を
念
じ
つ
つ 

 
 
 
 
 
 
 

神
棚
の
塵
丹
念
に
拭
く 

会
う
こ
と
の
今
は
か
な
わ
ぬ
友
宛
の 

 
 
 
 
 
 
 

賀
状
に
近
況
添
え
書
き
を
す
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

矢
越 

小
山 

冨
子 

 

あ
り
が
と
う
な
ん
と
か
無
事
に
年
を
越
す 

 
 
 
 
 
 
 

孫
子
に
会
え
る
日
常
願
い 

千
年
に
一
度
の
地
震
コ
ロ
ナ
禍
と 

 
 
 
 
 
 
 

酷
暑
極
寒
自
然
の
試
練 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

津
谷
川 

小
野
寺 

向
子 

 

久
々
に
青
空
が
見
え
一
面
の 

 
 
 
 
 
 
 

白
き
世
界
に
陽
は
煌
き
ぬ 

白
鳥
は
い
づ
こ
で
餌
を
摂
り
た
る
や 

 
 
 
 
 
 
 

田
圃
は
一
面
雪
に
覆
わ
れ 
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